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世
界
的
景
気
後
退
の
波
が

押
し
寄
せ
る
中
、
新
車
の
販

売
台
数
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
落

ち
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
中

古
車
市
場
は
以
前
か
ら
活
発

だ
が
、
最
近
は
特
に
燃
費
の

い
い
車
に
人
気
が
集
中
し
、

特
に
日
本
車
の
中
古
車
も
人

気
上
昇
中
だ
。

消
費
傾
向
が
保
守
的
な
フ

ラ
ン
ス
で
は
長
年
、
ド
イ
ツ

車
を
除
き
、
外
国
車
の
評
価

は
高
く
は
な
か
っ
た
。
日
本

車
も
な
か
な
か
市
民
権
を
得

ら
れ
ず
、
故
障
し
た
時
、
修

理
代
が
高
く
つ
く
と
い
う
認

識
が
一
般
的
だ
っ
た
。
お
隣

の
英
国
で
日
本
車
が
評
価
さ

れ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
ル

ノ
ー
、
プ
ジ
ョ
ー
、
シ
ト
ロ

エ
ン
と
い
う
優
れ
た
国
産
車

が
あ
る
と
受
け
付
け
な
か
っ

た
。結

果
的
に
中
古
市
場
で

も
、
外
国
車
の
売
り
買
い
は

低
調
で
、
国
産
車
は
走
行
距

離
十
万
キ
ロ

以
上
の
車
で
も
、

か
な
り
の
値
段
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
話
を
カ
ー
マ

ニ
ア
の
ダ
ニ
エ
ル
と
し
て
い

た
ら
「
愚
か
な
の
さ
。
ま

ず
、
日
本
車
が
故
障
し
な
い

こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
人
は
知
ら

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

彼
は
五
十
年
の
人
生
で
二

十
台
の
車
を
乗
り
継
ぎ
、
日

本
車
が
最
高
だ
っ
た
と
言
っ

て
い
る
人
物
だ
。

日
本
企
業
の
パ
リ
駐
在
員

だ
っ
た
友
人
が
帰
国
す
る

時
、
「
日
本
に
帰
国
し
た

ら
、
自
動
車
整
備
工
場
が
開

け
る
よ
」
と
冗
談
で
言
っ
て

い
た
。

彼
は
フ
ラ
ン
ス
車
三
台
を

乗
り
継
ぎ
、
故
障
で
始
終
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
て
い
た

と
い
う
。
日
本
で
は
自
家
用

車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
た

こ
と
な
ど
な
く
、
エ
ン
ジ
ン

に
関
す
る
知
識
も
な
か
っ

た
。今

は
フ
ラ
ン
ス
車
の
故
障

率
も
低
減
し
、
同
時
に
日
本

車
へ
の
評
価
も
上
が
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
国
産
車
へ
の

プ
ラ
イ
ド
は
高
い
。
（
Ａ
）

!明日のムスリム指導者"ドーハ国際会議開催

青青年年層層のの指指導導力力をを養養成成
５日（月）
ロシア産天然ガスの東欧などへの

供給が完全停止 ブルガリア、トル
コ、ギリシャ、マケドニアの４カ国
は、ウクライナ経由のパイプライン
で輸入するロシア産天然ガスの供給
が完全に停止されたと発表。ハンガ
リーとクロアチアも供給が完全停
止。ロシアはウクライナとの価格交
渉決裂を理由にしているが、政治的
問題も浮上している。

６日（火）
サルコジ仏大統領が中東和平仲介

に乗り出す イスラエル軍によるパ
レスチナ自治区ガザ地区に対する空
爆が続く中、サルコジ仏大統領が停
戦合意の仲介のため中東歴訪を開
始。エジプトとの共同和平提案に対
して、イスラエル、ハマス両方が拒
否、停戦交渉は難航。

７日（水）
欧州各地で寒波続く。南仏でも雪
欧州各地が厳冬に見舞われ、温暖

な気候で知られる地中海岸のフラン
ス南部にも寒波が押し寄せ、マルセ
イユで、３０センチ 以上の積雪を記録。
欧州各地で吹雪や道路の凍結で高速
道路が不通になり、空港が一時閉鎖
されるなど交通網が混乱、凍死者も
出た。

８日（木）
欧州主要シンクタンクが欧州の

２００９年前半の景気収縮を予測 欧州
の主要シンクタンク、独経済研究所
（ＩＦＯ）、仏国立統計経済研究所
（ＩＮＳＥＥ）、伊経済分析研究所（Ｉ
ＳＡＥ）が共同予測を発表。２００８年
第４四半期のユーロ圏国内総生産
（ＧＤＰ）伸び率を下方修正したほ
か、０９年前半の景気の収縮の継続を
予想した。

９日（金）
欧州中央銀行総裁が欧州金融市場

の監督役割に言及 欧州中央銀行
（ＥＣＢ）のトリシェ総裁は、世界的
な金融危機を受け、ＥＣＢが欧州で
包括的な監督役割を担うことを検討
していると語った。同案に対しては
欧州連合（ＥＵ）加盟各国の国益を損
なうとの慎重論もあり、難航も予想
される。

１０日（土）
欧州各地でイスラエル軍によるガ

ザ地区攻撃に抗議デモ イスラエル
軍とハマスの戦闘が続き、多数の死
者が出る中、ロンドンやパリ、ベル
リンなどで欧州在住のイスラム教徒
や人道支援団体などが抗議デモを行
った。ロンドンではイスラエル支持
のアメリカに追随するブラウン政権
への批判が高まり、５万人規模のデ
モが行われた。

現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
討
議
す
る
、
国
連
協
賛
の
「
明
日

の
ム
ス
リ
ム
指
導
者
」
国
際
会
議
が
今
週
末
（
十
六－

十
八
日
）
に
中
東
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
る
。
同
会
議
に
先
立

ち
、
英
国
代
表
団
が
記
者
会
見
し
、
イ
ス
ラ
ム
と
欧
米
と
の
関
係
改
善
に
向
け
た
政
策
提
言
文
書
を
作
り
、
各
国
首
脳
に
伝
え
る

こ
と
な
ど
同
会
議
の
目
的
を
語
っ
た
。

（
ロ
ン
ド
ン
・
行
天
慎
二
）

「
明
日
の
ム
ス
リ
ム
指
導
者

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）」は
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
イ
ス
ラ
ム
団
体
「
ム
ス

リ
ム
振
興
米
国
ソ
サ
エ
テ
ィ

（
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）」が
中
心
に
な
っ

て
二
〇
〇
四
年
に
、
米
国
生
ま

れ
の
ム
ス
リ
ム
の
青
年
た
ち
を

対
象
に
今
日
の
変
化
す
る
社
会

へ
貢
献
す
る
ム
ス
リ
ム
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
の
た
め
に
発
足

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
イ
ス
ラ
ム

と
欧
米
の
関
係
、
ム
ス
リ
ム
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
市
民

社
会
へ
の
関
与
、
ム
ス
リ
ム
社

会
内
で
の
多
様
性
と
寛
容
、
メ

デ
ィ
ア
の
役
割
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
て
意
見
交

換
す
る
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
〇
六
年
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
会
で
欧
州

に
広
が
り
、
今
回
の
ド

ー
ハ
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ

主
催
、
国
連
文
明
連
盟

な
ど
が
協
賛
）
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
諸
国
を
含
む

世
界
七
十
五
カ
国
か
ら

三
百
人
が
参
加
す
る
予

定
だ
。

同
会
議
で
は
、
「
内

か
ら
の
変
化－

明
日
の

ム
ス
リ
ム
指
導
者
が
議

題
設
定
」
と
の
タ
イ
ト

ル
の
下
で
開
催
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
で
ム
ス

リ
ム
が
に
直
面
し
て
い

る
諸
問
題
、
宗
教
的
権

威
の
危
機
、
暴
力
的
過

激
主
義
、
競
い
合
う
諸

価
値
、
西
欧
と
の
緊
迫

し
た
関
係
な
ど
を
討
議

し
、そ
の
解
決
策
を
模
索
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め

た
政
策
提
言
文
書
を
公
開
書
簡

と
し
て
オ
バ
マ
米
新
大
統
領
や

ブ
ラ
ウ
ン
英
首
相
の
ほ
か
、
イ

ス
ラ
ム
諸
国
首
脳
な
ど
各
国
首

脳
に
伝
え
る
方
針
だ
。
ま
た
、

一
部
の
討
議
の
模
様
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ

ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ズ
で
放
映
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

欧
米
諸
国
の
み
な
ら
ず
イ
ス

ラ
ム
諸
国
で
も
ム
ス
リ
ム
の
青

年
た
ち
が
法
律
家
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
言
論
人
、
芸
術
家
、

宗
教
者
、
慈
善
家
な
ど
と
し
て

社
会
で
活
躍
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
青
年
層
の
社
会
的
役
割
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
に

は
、
現
代
社
会
の
当
面
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
建
設
的
に
発
言

し
、
問
題
解
決
に
積
極
的
に
貢

献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
主
義
を
防
ぐ
と
と
も

に
欧
米
社
会
で
の
イ
ス
ラ
ム
嫌

い
な
ど
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
反

感
や
社
会
的
不
正
を
是
正
す
る

こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。
今
回

の
会
議
の
狙
い
も
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
根
差
し
、
前
向
き
思

考
の
こ
の
新
し
い
世
代
の
ム
ス

リ
ム
指
導
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
広
範
囲
の
戦
略
と
指
導
力

の
ス
タ
イ
ル
を
共
有
し
、
!
ム

ス
リ
ム
が
世
界
中
で
平
和
の

人
々
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
明
日
を
つ
く
る
"」と
う
た

わ
れ
て
い
る
。

英
国
代
表
団
が
記
者
会
見

●
フ
ラ
ン
ス
か
ら

記
者
会
見
す
る
英
国
代
表
団国

産
車
へ
の
プ
ラ
イ
ド

!
!
今
回
の
会
議
で
ど
ん
な

成
果
を
期
待
し
て
い
る
か
。
ブ

ラ
ウ
ン
首
相
に
対
し
て
ど
ん
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
か
。

オ
バ
マ
米
新
大
統
領
や
ブ
ラ

ウ
ン
英
首
相
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国

首
脳
に
対
す
る
公
開
書
簡
を
送

る
が
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は

多
く
の
代
表
団
が
集
ま
り
対
話

を
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

こ
と
に
な
る
。

私
は
英
国
市
民
と
し
て
、
ブ

ラ
ウ
ン
首
相
に
対
し
て
宗
教
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
尊
重
、
特
に

互
い
に
信
仰
者
と
し
て
宗
教
が

提
供
し
得
る
家
族
の
価
値
や
社

会
的
役
割
、
政
治
的
経
験
よ
り

も
何
が
正
し
い
か
を
保
証
す
る

モ
ラ
ル
支
援
な
ど
に
関
し
て
社

会
的
対
話
を
行
う
よ
う
要
請
し

た
い
。

!
!
イ
ス
ラ
ム
的
観
点
か
ら
提

言
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
。

イ
ス
ラ
ム
は
私
の
価
値
観
を

支
え
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
れ

を
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
た
ち
が
伝

え
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
の
価
値
だ

と
名
指
し
し
た
く
は
な
い
。
確

か
に
、
そ
れ
ら
は
こ
の
国
に
対

し
て
積
極
的
な
貢
献
は
し
て
い

る
と
思
う
が
。

!
!
英
国
で
は
ど
う
い
う
活
動

を
し
て
い
る
の
か
。

私
は
英
国
生
ま
れ
の
ム
ス
リ

ム
だ
が
、
両
親
は
イ
ン
ド
出
身

で
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
経
て
英
国
に

来
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
か
か
わ
っ
て

い
る
の
は
、
自
分
が
「
ス
ピ
リ

ッ
ト
２１
」
と
い
う
名
前
の
ブ
ロ

グ
を
持
っ
て
い
て
よ
く
読
ま
れ

て
い
る
た
め
だ
。
そ
の
ブ
ロ
グ

で
は
、
特
に
若
者
を
対
象
に
、

今
の
社
会
的
な
話
題
、
ス
カ
ー

フ
や
ヘ
ジ
ャ
ブ
の
着
用
、
暴
力

的
過
激
主
義
な
ど
に
関
し
て
む

し
ろ
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
伝
統

的
で
批
判
的
な
見
方
で
は
な
い

仕
方
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
発

信
し
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
を
通
じ

て
若
者
た
ち
は
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
や
信
仰
に
関
す
る
考

え
方
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
本（『
ヘ

ッ
ド
ス
カ
ー
フ
へ
の
愛
』）に
も

書
い
た
。

!
!
あ
な
た
が
ス
カ
ー
フ
を

し
て
い
る
の
は
伝
統
を
守
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
な
の
か
、
そ

れ
と
も
ほ
か
に
理
由
が
あ
る
の

か
。私

は
つ
つ
ま
し
さ
の
価
値
を

か
ぶ

守
り
た
い
た
め
に
被
っ
て
い

る
。
人
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教

的
要
請
で
、
あ
る
い
は
伝
統
的

に
社
会
的
機
能
と
し
て
被
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
が
、
つ
つ
ま

し
さ
と
い
う
の
が
女
に
と
っ
て

も
男
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な

価
値
だ
と
思
う
。

会
議
に
参
加
す
る
英
国
代
表
団
の
一
人

シ
ャ
リ
ー
ナ
・
ザ
ハ
ラ
・
ジ
ャ
ン
モ
ハ
メ
ド
女
史
に
聞
く

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
昨
年
の

犯
罪
総
件
数
は
前
年
比
で
３

・
６
％
減
少
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
国
民
の
安
全
へ
の
実
感

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
治
安
へ
の
懸
念
は
高

ま
っ
て
い
る
。

こ
の
犯
罪
統
計
と
国
民
の

か
い

り

安
全
実
感
の
乖
離
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
き
た
。
九
日

の
記
者
会
見
で
は
「
犯
罪
総

件
数
は
減
少
し
た
が
、
路
上

犯
罪
や
青
少
年
犯
罪
は
急
増

し
て
い
る
。
犯
罪
対
策
で
こ

の
大
衆
犯
罪
の
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
ば

か
り
だ
。

同
時
に
、
二
〇
〇
〇
年
か

ら
導
入
さ
れ
た
現
行
の
犯
罪

統
計
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
表

明
し
、
「
数
字
の
羅
列
で
は

な
く
、
犯
罪
学
的
分
析
や
社

会
背
景
な
ど
の
解
析
が
必
要

だ
」
と
指
摘
し
、
早
け
れ
ば

来
年
か
ら
新
し
い
犯
罪
統
計

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
意
向

を
表
明
し
た
ば
か
り
。

一
九
五
六
年
二
月
生
ま

れ
。
リ
ン
ツ
大
学
法
学
部

卒
。
法
学
博
士
号
。
与
党
国

民
党
に
所
属
。
一
九
九
四
年

か
ら
国
会
議
員
を
務
め
、
昨

年
七
月
か
ら
現
職
。

閣
僚
の
中
で
も
内
相
は
移

住
者
・
難
民
問
題
な
ど
難
し

い
テ
ー
マ
を
抱
え
、
野
党
ば

か
り
か
国
民
か
ら
も
批
判
を

受
け
や
す
い
ポ
ス
ト
。
そ
れ

だ
け
に
、
そ
の
政
治
手
腕
が

注
目
さ
れ
る
。

シャリーナ・ザハラ・
ジャンモハメド女史

大衆犯罪取り締まりに意
欲見せるオーストリアの
マリア・フェクター内相
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